
自分の小説のテーマとなる和算につい
て説明するエンジニアで歴史小説家の
鳴海風さん＝秋田大学で
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●「エンジニアが書く小説とは」

「夢はかなう」──技師と歴
史小説家の二足そわらじを
はく鳴海風（本名＝原嶋
茂）さんが秋大で文学賞へ
の道のりを語る

　愛知県在住のエンジニア
で歴史小説家の鳴海風（ふ
う）さん（四七）が二日、秋田
大学で開かれた日本機械
学会東北支部の技術懇談
会で講演した。テーマは「エ
ンジニアが書く小説とは」。
小説家になる夢を秘めてい
た大学生時代の話から、会
社員と小説家の二足のわら
じをはく現在の生活までを語ることで、鳴海さんは「『願いはかな
う』ということを若い人たちに伝えたかった」という。

　鳴海さんは一九九二年、「円周率を計算した男」で歴史文学賞
を受賞。昨年十月には、和算家の関孝和とキリシタンの深いか
かわりを描いた「算聖伝　関孝和の生涯」を出版した。

　日中は原嶋茂さん（本名）として、愛知県刈谷市の自動車関連
企業「デンソー」に勤務する。小説家・鳴海さんの出番がやってく
るのは、午前零時を回るころ。毎日午前三時をめどに執筆にい
そしむ。

　東北大の大学院を出たエンジニアで、所属学会は計測自動制
御学会と日本機械学会。経歴は「理系人間」そのものだ。講演を
企画した秋田大工学資源学部の機械工学科には、東北大時代
の鳴海さんを知る先輩が三人いるが、「小説家を目指していたな
んて、全然知らなかった」とある教授。「だれにも言いませんでし
たから」と鳴海さん。大学院への進学も、実は小説に時間を割く
ためだったという。学生デビューをもくろんでいたが、デビューよ
り就職が先に来た。その後も小説を書いていることは、周囲の理
解を得られないと思って内証にしていた。

　そんな中で、職場の後輩だった東野圭吾さんが江戸川乱歩賞
を受
賞した。彼も小説を書いていたとは全く知らなかった。今思い出
しても、「これまでで一番悔しかった」出来事だ。

　一方で、山本周五郎や藤沢周平の作風が好みだった鳴海さん
は、知人から「第二の山本周五郎、藤沢周平はいらない」と忠告
され、独自性を模索していた。ある日、図書館で目に留まった



「和算の歴史」。繰ったページは小説の材料になりそうな内容に
満ちていたうえ、小説家を目指す自分の「隠れ蓑（みの）」だった
経歴が役立つと思った。

　こうして仕上がった「円周率を計算した男」で歴史文学賞を受
賞。鳴海さんの作家活動は社内でも知られるところとなった。東
野さんが江戸川乱歩賞を受賞してから七年たっていた。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　◇

　この日、鳴海さんが講演の最後に取り上げたのは、レストラン
のメニューに書かれていた「心想事成　万事如意」という言葉
だった。「『心に想うことは成る、万事意のままになる』という意味
でしょう」。我が意を得たり、とメニューを失敬してきた。

　会社の研修で聞いた「成功の法則」にも、「願望を強く意識する
こと」という項目があった。そのときはぴんとこなかったが、十年
以上たって、小説家として、会社員として、「その通りだ」と思うよ
うになった。「だから若い人には、願いはかなうということを、心に
留めておいてほしい」

　二冊の本を出版し、今年もすでに出版計画が入っているが、
「私はまだ成功者ではなく、夢を追い続けている」と話す鳴海さ
ん。今は五十歳になったら、歴史小説家として執筆に専念したい
と考えている。

　講演を聴いた学生からは、「全体としておもしろかった」「会社
の中でも、小説を書くなんてことができるんですね」「もっとエンジ
ニアとしての姿勢を聞かせてほしかった」といった感想が聞かれ
た。
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